
現在の運行状況（令和７年10月時点）

倉吉駅

横田

関金庁舎

【北谷・高城エリア】
■現状
・路線バス　日ノ丸自動車（株）

・乗合タクシー　日ノ丸ハイヤー（株）
　　自宅（北谷・高城）⇔バス停（横田）
・自家用有償運送　ＮＰＯたかしろ
　　バス停（上福田・上米積）→自宅
＝課題＝

●路線バス赤字補填額の増加
●ドライバー不足による路線バス減便・短縮
　（H27.10～、R7.4～）

●買物環境の確保（地区内に買物機能なし）
●公共交通の利用者数の減少

大石医院

西倉吉クリニック

満菜館
（JA野菜販売所）

ダイレックス
（ディスカウントストア）

コスモス
（ドラッグストア）

ローソン

ローソン

【関金エリア】
■現状

・路線バス　日本交通（株）
＝課題⇒対策（実証実験終了）＝
●路線バス赤字補填額の増加
　⇒路線バスの短縮
●買物環境への移動手段の確保
　⇒予約型乗合タクシーの導入
　　　・関金地区内であれば自由な地点で乗降可能
　　　・利用の１時間前までに予約
　　　・AI運行管理システムの導入・スマホ教室の開催

日ノ丸ハイヤー
日中上り下り8便ずつ

NPOたかしろ
月・水・金
+

買い物ツアー

脱炭素先行地域申請エリア
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再編後のイメージ
路線バス

関金庁舎

【関金エリア】
路線バスの再編（利用の少ない便の見直し・集約）
乗合タクシーの本格運行とシュタットベルケの実現に向けた下地づくり
エリア内の自宅または乗降ポイントで乗り降り可能
住民ドライバー等を活用した公共ライドシェアによる本格運行
関金庁舎の利活用（待合環境・拠点機能の方向性整理）

乗合タクシーの利用促進と小さなビジネスの検討

【北谷・高城エリア】
路線バスの運行内容見直し（路線短縮（倉吉～西倉吉間に短縮）
乗合タクシーの運行内容の改善
西倉吉乗り入れ、固定ダイヤ、乗継拠点、一部エリアの拡大
交通事業者とNPOの役割分担の整理
買い物ツアー（社協）を乗合タクシー運行に統合
自宅～西倉吉結節点までの運行（フレイル予防タクシー）

関金庁舎

大石医院

西倉吉クリニック

満菜館
（JA野菜販売所）

ダイレックス
（ディスカウントストア）

コスモス
（ドラッグストア）

ローソン

ローソン

西倉吉
（結節点の検討）

横田

脱炭素先行地域対象エリア

オペレーター
AIデマンドシステム
（一元管理）

倉吉駅
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